
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 8 月 23 日(金) 午後 3 時から 

    日南市役所・別館２階会議室 

 

 

 

 

令和元年度 第６回 

日南市教育委員会 

会議録 
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１ 会議の名称  令和元年度教育委員会 第 6 回会議（定例） 

 

２ 会議日時   令和元年 8 月 23 日(金) 

午後 3 時から午後 4 時まで 

 

３ 出欠確認 

（１）出席委員  黒木康英 迫元茂保 郷谷純一 

﨑村洋子 坂元由香  

（２）事務局   教育部長兼学校教育課長 

生涯学習課長 

学校教育課学校教育担当監 

学校教育課長補佐兼管理係長 

学校教育課管理係主査 

  

４ 場所   日南市役所・別館２階会議室 

 

５ 傍聴者   １名 

 

６ 開会 

【黒木教育長】 

「それでは、ただいまから令和元年度第 6 回日南市教育委員会定例会を始めさせて

いただきます。」 

 

７ 出席者及び傍聴者確認 

 

【黒木教育長】 

 「出席者の確認をいたします。教育委員５名全員出席でございます。それでは事務

局の方出席者の確認をお願いします。」 

 

【倉元部長】 

 「事務局は、全員出席です。」 

 

【黒木教育長】 

 「本日は傍聴、ありがとうございます。」 
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８ 活動報告 

（１）教育長活動報告 

【黒木教育長】 ※ 資料により、活動内容を報告   

 それでは、７月２４日から本日までの教育長の活動で、主だったものを報告させていただ

きます。 

 

・まず、市教委が主催しています市塾についてまとめて報告します。７月に実施されました

南浦塾につきましては、埼玉県に出張しており、実際に参観はしておりませんが、陶芸コー

スのアンケートを見ますと、１７４名の回答者のうち、１７２名が来年も参加したいと答え

ており、どのコースも充実していたと思われます。今年度は、宮崎国際大学と連携して、新

しく小学生対象の英語講座を開設しましたが、申し込み７７名で、とても楽しく英語活動に

取り組んでいる姿が印象的でした。処平塾中学生講座の数学が、台風の影響で中止をしまし

たが、どの講座も特徴があり、充実期に入ったように思われます。昨日、処平塾及び定平塾

の情報交換会を第一ホテルで実施しました。先生方の表情がとてもはつらつしているのが

印象的でした。 

 

・７月２５～２６日と埼玉県教育委員会が取り組む、県学力・学習状況について視察に行き

ました。これは、埼玉県教委が大学と連携し、県内の小４から中３を対象に独自の調査を実

施し、その結果を基に、児童生徒一人一人のつまずきの解消と全体的な学力の向上を目指す

ものです。特に、意欲や態度等、非認知能力と言われるところを重視していることが特徴で

す。日南市で言えば、「四つの学ぶ力」のようなものです。今回、ここに共通点を見いだし、

学力との相関関係を考察するために埼玉県まで出向いたところです。非認知能力で特に学

力との相関で重視しているのが、自制心（自分の意志で感情や欲望をコントロールすること

ができる力）自己効力感（自分はそれができるという期待や自信）勤勉性（やるべきことを

きちんとやることができる力）やり抜く力（自分の目標に向かって粘り強く情熱をもって成

し遂げられる力）が個々に分析されていました。結論的なことで言いますと、学級経営力の

高い教師の受け持つ学級は、これらの能力が高まり、学力も伸びるということだと思います。

埼玉県では、そのような指導力のある教師を核に、県内の各小中学校へと指導力の向上へと

広げ、学力の向上に繋げることを目標としています。   

２６日には、「ほっとスクール希望ヶ丘」という、不登校や引きこもりの児童生徒の支援

施設を訪問しました。この施設は、必ずしも学校への復帰を求めない施設、として方向性を

変え、民間のノウハウで運営されていました。フリースクールと思って頂ければよいと思い

ます。施設の立派さにただただ頷くばかりでした。 

 

・７月２９～８月５日にかけて、全小中学校の校長を対象に中間ミーティングを実施しまし

た。評価シートにつきましては、ずいぶん市教委の教育方針が明確に示されるようになって

おり、各校意識も変わってきたと思います。お願いしたのは、学校評価については、学校の
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実践が市の教育施策とかけ離れたものにならないように確認をしたところです。 

 

・８月１日の図書館協議会では、新しく委員に任命した方３名を含め１０名の委員に、辞令

を交付しました。３０年度の利用状況等について説明し、委員の意見を求めました。市立図

書館４館につきましては、北郷図書館の貸し出し冊数がたいよう号の、貸出冊数率を下回っ

たことが報告されています。 

 「旅する読書」達成実績は、５０冊達成が１５４名、１００冊達成が９８名でした。 

 

・８月９日、ＡＬＴの辞令交付をしました。今年度アメリカ国籍とシンガポール国籍の２名

の男性が着任しました。アメリカ国籍のマイケルが２２歳、シンガポール国籍のコンヤオが

２７歳です。どちらも明るく優しい感じのＡＬＴです。よろしくお願いします。イギリス国

籍のダニエルは、引き続きです。 

 そして本日です。 

以上で報告を終わります。 

 

（２）委員活動報告 

  【﨑村委員】 

  ふれあいコミュニケーションをして思ったのは、商工会議所青年部の方々が、すごく

熱心だということを感じました。教育講演会では、インターネットに関して、自分たちが

思うよりも、危機感を持った方がいいなと思いました。 

【郷谷委員】 

教育講演会では、インターネットの怖さを感じました。ふれあいコミュニケーションに

関しては、青年部の方と意見交換をする中で、色々な考えがわかって非常に良かったなと

思いました。 

【迫元委員】 

教育講演会では、現実の厳しさを感じて、圧倒されました。ふれあいコミュニケーショ

ンは、最初どういうことが話題になるのか見えにくい部分があって、もう少し具体的に話

すポイントがわかったら良かったのかなと思いました。 

【坂元委員】 

ふれあいコミュニケーションは、キャリア教育については、子どもを持つ親としては一

番興味があります。子ども自身に築きとか芽生えとかを持たせるのには、良いことだと思

いました。 

【教育長】 

教育講演会は、先生方にアンケートを取りましたが、命の教育に関して、自分たちがも

っと責任を持ってしなければならないと、真剣に考えた先生が多かったと思います。 
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９ 前回の議事録承認 

第４回の議事録について了承 

 

１０ 議題について 

 

協議１ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ

いて  

 

（中島補佐） 

 

（黒木教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について

説明。 

  宮崎大学教育学部の河原教授の意見によりますと、概ね高評価を

いただいておりまして、総合評価が改善されてきているという点も

注目していただいています。市教委の計画する一つ一つの取組につ

いて、実績を評価していただいていると感じました。 

  また、生涯学習分野では、伝統的建造物群保存事業の修景事業や

文化財保護事業の事業等に対して情報発信に努めていること等につ

いて評価をしていただいていると思います。 

  市教委の取組を、市長部局、その他機関との連携を強化するとい

いのではないかと最後に書かれていました。そのことによって地域

活性化の担い手を育てるということで、地域の取組をブランド化に

繋げるということも必要ではないかというご意見もありました。全

体としては、創客創人の示すビジョンと日南市の教育方針がリンク

されていて、その成果を上げているのではないかという評価になっ

ていると思います。さらに各分野で充実させてほしいと最後は締め

くくってあります。 

  これについては、よろしいですか。 

  

 

協議２ ９月議会上程議案等について 

         

（倉元部長） 

（宮口課長） 

（黒木教育長） 

 

  ９月議会上程議案等について説明。 

         〃 

  これについては、よろしいですか。 
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協議３ ふれあいコミュニケーションの結果と反省について 

     

（黒木教育長） 

 

 

 

 

 

（﨑村委員） 

 

（黒木教育長） 

（郷谷委員） 

 

 

（黒木教育長） 

 

 

（迫元委員） 

 

 

 

 

（黒木教育長） 

 

 

  今回、キャリア教育をテーマに日南商工会議所青年部と始めての

ふれあいコミュニケーションを実施しましたが、このふれあいコミ

ュニケーシヨンは成果を上げていると思っています。開かれた教育

委員会ということで、迫元委員の提案のもと始めた企画であります

けれども、こういった形で、青年部の方と情報交換ができたのは非

常に大きな成果だと思います。  

  もっと若い人の話しを子どもたちにという意見がありましたが、

学校で話してくれる 20 代の人がいればいいなと思いました。 

  キャリア教育というのは、幅が広くてテーマとしては難しいです。 

  連絡体制ですが、学校によっては地域コーディネーターを通して、

学校と企業と連絡調整をされているところもあると思いますが、田

中先生に直接連絡をされる場合もあるのでしょうか。 

  はい、あります。 

私としては、学校支援地域本部事業をここに全部組み込みたいと

思っています。 

  全体的には、非常に青年部の方々の意欲が感じられる会になった

と思いますが、キャリア教育をテーマにした時に基本資料のような

大まかな資料があると良かったかなと思いました。 

  特に皆さん積極的だったので今後、より充実できるのかなと思い

ました。 

  私は、どちらかというと、生き方に焦点を絞りたいと思っていま

す。よのなか先生に話してもらう内容も、なぜこの道に進んだか、

進むきっかけになったのはどういうことだったか、そういうことに

ポイントを絞って話してもらうと、ストーリーがあって講話が流れ

ていき、生き方の指導になっていくのかなと思います。 
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１１ その他 

（１）９月行事予定について 

（２）日南市教育支援センター参観及び相談員との意見交換会 

① 日時 令和元年 9 月 24 日（火) 午前 10 時 30 分から 

② 場所 日南市教育支援センター 

（３）第 7回 教育委員会会議（定例） 

    ① 日時 令和元年 9 月 24 日（火)  午後１時 30分から 

   ② 場所 日南市役所・別館 2階会議室 

 

１２ 閉会 


